
２
０
１
８
年
に
専
務
に
就
任
し
た

髙
田
将
太
さ
ん
は
、
社
長
で
あ

る
父
の
も
と
で
、
グ
ル
ー
プ
会

社
を
束
ね
る
存
在
と
し
て
日
々
の
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
髙
田
専
務
の
こ
れ
ま
で
の
歩

み
と
、
タ
カ
ダ
グ
ル
ー
プ
へ
の
思
い
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

―
―
タ
カ
ダ
グ
ル
ー
プ
に
入
社
さ
れ
る

前
の
お
話
か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま

す
か
。

大
学
卒
業
後
、
山
留
工
事
を
手
が
け
て
い

る
ヒ
ロ
セ
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
会
社
の
ユ
ウ
テ
ッ
ク
と
同
業
で
す
。
ユ

ウ
テ
ッ
ク
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
父
の
勧
め
も
あ
っ
て
入
社
を
希
望
し
ま

し
た
。
勧
め
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
、
父
か
ら
は

具
体
的
な
言
葉
は
特
に
な
く
、「
ど
う
や
？
」

と
い
う
程
度
で
し
た
。

い
ず
れ
は
ユ
ウ
テ
ッ
ク
へ
入
る
た
め
に
、
と

思
っ
て
ヒ
ロ
セ
に
入
社
し
た
わ
け
で
は
な
い
で

す
。
そ
の
当
時
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
全
く
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
ヒ
ロ
セ
で
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

ず
っ
と
現
場
に
出
て
い
ま
し
た
。
夏
は
真
っ

髙た

か

田だ 
将し

ょ

う

太た

専
務
取
締
役
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黒
に
な
っ
て
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
顔
の
つ
く

り
も
濃
い
の
で
、
日
本
人
に
見
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
く
ら
い
で
す
。

現
場
が
好
き
で
、そ
こ
で
働
く
人
や
作
業
に

つ
い
て
少
し
は
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
、

そ
の
頃
の
経
験
は
今
の
仕
事
に
も
活
か
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
現
在

は
現
場
の
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
常
に
現
場
を
意
識
し
て
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

―
―
で
は
、
タ
カ
ダ
グ
ル
ー
プ
に
参
画

さ
れ
た
経
緯
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す

か
。前

職
で
色
々
な
経
験
を
積
む
う
ち
に
、「
30

歳
に
な
っ
た
ら
、一つ
の
節
目
と
し
て
タ
カ
ダ
グ

ル
ー
プ
に
移
っ
て
も
い
い
の
か
な
」と
い
う
思
い

を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
７
年
４
月
10

日
に
入
社
し
ま
し
た
。

―
―
専
務
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
業
務

に
あ
た
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

入
社
し
た
時
か
ら
仕
事
の
内
容
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ユ
ウ
テ
ッ
ク
の
営
業
や
見
積

も
り
の
作
成
、髙
田
ク
レ
ー
ン
興
業
の
営
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
請
求
書
の
作
成

や
、
社
内
の
決
済
業
務
、
そ
の
ほ
か
採
用
に
関

す
る
面
接
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

業
務
は
か
な
り
幅
広
く
担
当
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
常
に
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
大

変
だ
と
感
じ
る
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
目

の
前
の
仕
事
を
確
実
に
行
う
、た
だ
そ
れ
だ
け

を
頭
に
置
い
て
や
っ
て
い
ま
す
。

―
―
専
務
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
働

か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

普
段
の
業
務
の
中
で
は
、
目
の
前
の
仕
事
で

あ
る
と
か
、
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
く
の
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
会
社
も
良
く
な
っ
て
い
く
と

思
う
の
で
す
。

会
社
の
将
来
の
た
め
を
思
う
と
、専
務
と
し

て
自
分
の
顔
を
広
め
る
活
動
は
必
要
だ
と
感

じ
ま
す
。同
業
者
の
会
合
な
ど
が
開
か
れ
る
際

に
は
、積
極
的
に
出
席
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
会
社
の
発
展
に
向

け
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
会

社
を
組
織
と
し
て
十
分
機
能
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
足
元
を
固
め
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
人
事
担
当
と
し
て
採
用
面
接

を
す
る
際
に
も
意
識
し
て
、
組
織
づ
く
り
に
は

人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
人
を
増
や
す
こ
と
で
教
育
の
体
制

を
整
え
て
、現
場
で
働
く
人
と
教
育
す
る
人
と

で
、
役
割
分
担
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

ま
だ
動
き
始
め
た
ば
か
り
で
、具
体
的
な
取
り

組
み
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
。

目
標
と
し
て
は
、前
年
の
売
り
上
げ
を
上
回

る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
う
い
う
思
い
で
常
に
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
き
い
ク
レ
ー
ン

や
新
し
い
機
械
も
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
あ
と

は
良
い
人
材
を
増
や
し
て
、右
肩
上
が
り
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

前
職
で
の
経
験
か
ら
、現
場
で
働
く
人
を
大

切
に
思
う
髙
田
専
務
。
今
後
は
組
織
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
、
タ
カ
ダ
グ
ル
ー
プ
を
よ
り
大

き
く
育
て
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

企業情報：

Interview of the company newsletter

◆設 立 年：1987 年

◆年　　商：130 億円

（グループ連結）

※2019 年 3月時点



大きくて重いものを運んでいるということにやりが
いを感じます。また、時間に追われながらでも時

間通りに目的地に着けたとき、その中で安全に輸送で
きたときにやりがいを感じます。安全運転に対しては特
に力を入れていて、交差点や狭い道に入るときなどは
非常に神経を使います。

「また運転して来てくださいね」や、一
言「ありがとう」と言ってもらえる

のはやはり嬉しいです。何回も行ったとこ
ろで覚えてもらって声をかけてもらったり、
「次はどこに行くのか」という話をしたりと、
お客様とコミュニケーションをとれたときは
嬉しいと感じます。

今まで通り安全第一に運行した
いと考えています。事故を起こ

してしまうと会社にも迷惑がかかりま
すし、安全輸送を徹底することが会
社の発展に繋がると思っています。

私たちは重量物の運搬を
しています。具体的に

はグループ会社である髙田ク
レーン興業で作られるクロー
ラークレーンという重機を運ん
でいます。長距離移動をする
ことは少ないのですが、何回
か関東の方にも行くことがあ
りました。

色々な場所を走るので、見たことがない風景や建物
を見ることができます。「こんな道があったのか」

という発見もあります。最近トラックを走らせた場所に
はきれいな山や川があり、景色を楽しむことができました。
時間があったら川沿いを走りながら行くこともあります。

荷物に傷をつけないように気をつけて
います。

また、重機を積んで「この時間までに来てく
ださい」と依頼されるので、時間にも気をつ
けています。
私たちが運転するトラックは普通より大きく、
周りに威圧感をあたえてしまいますので、他
のドライバーが不安を感じないような運転を
心がけています。
ずっと運転していると慣れが生じますが、気
を緩めず、前後左右の確認作業を怠らない
ようにしています。

新しい運送用のトラックが
入ってきました ！

日々のトラックドライバー
の運行スケジュールを

管理しているので、偏りが出
ないよう、平等なスケジュー  
ル管理を心がけています。過
密スケジュールになると、そ
の分仕事があるので嬉しい悲鳴というものですが、その分ド
ライバーさんに負担がかかるので、より一層気を使ってスケ
ジュールを組むようにしています。

会社紹介

勇希運送

業務内容

業務のやりがい

最近のトピックス

今後の目標

大変だと感じること 楽しいと感じること

一番印象に
　　残っていること

配車担当

佐
さ さ き

々木 清
きよ の ぶ

信さん

宮城様のご協力のもと、勇希運送って何をしているの？という疑問から裏話まで、
幅広くお聞きしました！

宮
みや

城
ぎ

 知
と も ひ ろ

広さんが
紹介します！

こんな方たちが
こんな思いで
働いています！

やりがいを感じるのは、やっぱり自分の仕事がお客様に褒められたときですね。自分が
割り当てたオペレーターが褒められたときや、「次回からも、このオペレーターでよろし

くね」とお客様からご連絡いただいたときに、良かったなと感じます。これまでは仕事が忙し
く、事務員同士であまりプライベートなつき合いをしてきませんでしたが、これからもっとお話
していきたいですね。

東京支店には合計32名の従業員が勤めています。そのう
ち３名が事務員で、29名がクレーンオペレーターの方で

す。私は事務員で、配車担当という役職に就いています。事務
所は、私に加え営業担当の芹澤さん、そして支店長の野末さん

の3名で構成されています。支店の雰囲気は、特に何か問題があるわけでもなく働きやすい職場だと
思います。事務所内も社員が３名しかいないので、お互い仲が良いですし、いつも明るい雰囲気で仕
事を進めています。コミュニケーションも活発で、３名で飲みに行くなんてこともたまにあります。

髙田
クレーン興業
東京支店
紹介

業務のやりがい

東京支店　配車担当

近
こん

藤
どう

 義
よし

一
かず

さんが
紹介します！

私は2016年の7月に入社し、
ずっと配車を担当していま

す。具体的にはお客様からクレー
ン車の注文を受けたあと、支店内
のクレーン車を現場に割り振ると
いった仕事をしています。

近
こん

藤
どう

 義
よし

一
かず

さん

事務所のメンバーを紹介します！

髙田クレーン興業東京支店の雰囲気や、仕事内容に迫ってみました！

支店内の様子

支店について

支店長の野末淳也さんは、支店長と
いう立場だけあって頼れる存在です。

仕事に対してストイックで、みんなをまとめ
て、先頭に立って物事をやり遂げていく力
を持った方です。経歴はかなり長く、この
支店が設置されたときから勤めているそう
です。

野
の

末
ずえ

 淳
じゅん

也
や

さん

東京支店長

営業担当の芹澤敏美さんは、実際に現場へ
赴きクレーンの搬入出の打ち合わせをする

など、お客様と直接的なやり取りを行っています。
かなり仕事熱心で、性格は明るい方だと思います。
2019年の1月に入社したばかりですが、こちらに移
る前からずっと同じ業種で働いてきたということも
あり、仕事に関してはかなりベテランです。

芹
せり

澤
ざわ

 敏
とし

美
み

さん



HISTORY OF TAKADAタカダグループのあゆみ
現在も急成長を遂げているタカダグループ。その変遷を辿ります。

会
社
の
沿
革

平成 30年 5月

平成 15年 10月

平成 14年 2月

平成 13年 4月平成 13年 4月平成 13年 4月平成 13年 4月

平成 12年 4月

平成 11年 7月平成 11年 7月平成 11年 7月平成 11年 7月

平成 11年 4月平成 11年 4月平成 11年 4月平成 11年 4月

平成 9年 7月

平成 9年 2月

平成 7年 9月

昭和 62年 2月昭和 62年 2月昭和 62年 2月昭和 62年 2月
髙田クレーン興業創業

髙田クレーン興業会社設立

髙田クレーン興業より工事部としてユウテック創業

(有) 髙田クレーン興業設立　資本金500万円

(有) 髙田クレーン興業から独立し、
(有) ユウテック設立　資本金500万円

（株）髙田クレーン興業に組織変更
資本金500万円から1000万円に増資

（株）髙田クレーン興業
資本金1000万円から2000万円に増資

（株）ユウテックに組織変更
資本金500万円から2000万円に増資

（株）髙田クレーン興業
資本金2000万円から4500万円に増資

（株）ユウテック
資本金2000万円から4000万円に増資

（株）髙田クレーン興業
資本金4500万円から9000万円に増資

（株）髙田クレーン興業　ISO9001認証取得
（株）ユウテック　ISO9001認証取得

（株）髙田クレーン興業　ISO9001認証更新
（株）ユウテック　ISO9001認証更新

事業本部を、尼崎市潮江４丁目に移転

（株）ユウテックを（株）タカダホールディングスに
社名変更

工事部門を独立させ、新（株）ユウテック設立、
資本金を9000万円に増資

　　（株）タカダホールディングス
資本金9500万円に増資

（株）髙田クレーン興業  東京支店設立
（株）勇希運送設立

宅地建物取引業者免許取得
大阪府知事（１）第５８６４１号

　大阪府宅地建物取引業協会北支部所属

事業本部を、大阪市西淀川区竹島５丁目に移転

平成 28年 12月平成 28年 12月平成 28年 12月平成 28年 12月

平成 27年 11月

平成 26年 5月平成 26年 5月平成 26年 5月平成 26年 5月

平成 26年 3月平成 26年 3月

平成 25年 4月平成 25年 4月平成 25年 4月平成 25年 4月

平成 23年 8月

平成 22年 4月

平成 19年 4月

平成 17年 6月

（株）Rino Hotel マネジメント設立



６月16日（日）に全社安全大会が開催されました！

タカダグループの
情報発信の場です。
お知らせや最近あった出来事を
掲載します！

安全大会の後には懇親会も開催されました！

始めに

開会の辞 / 執行役員 横路 広美

開会の挨拶 / 代表取締役 髙田 実

来賓祝辞 / 住友重機械建機クレーン株式会社
　　　　　関西支店長 近藤 正一 様

来賓祝辞 / 株式会社タダノ
　　　　    関西支店長 大石 竜一 様

表彰式

休憩　準備

安全講話 / 株式会社長谷工コーポレーション
　　　　　安全管理部部長  山本 龍浩 様

安全講話 / 住友重機械建機クレーン株式会社
　　　　　関西サービス工場 工場長 松尾 学 様

令和元年度　タカダグループ
クレーン副部長 阪上 晃
安全衛生管理計画の説明

安全宣言及びスローガン唱和 / 社員代表 末松 聖・木村 竜次

　　　　　　　　　　　　　  取締役専務執行役員 髙田 将太
閉会の辞

新ブルドン検査

　　　　

１１：４５～１２：００

１１：４５～

１１：４０～１１：４５

１１：２３～１１：４０

１１：０３～１１：２３

１０：１５～１１：  0０

９：２５～１０：００

１０：００～１０：１０

９‥２０～９‥２５

９：１５～９‥２０

９：０７～９：１２

９‥０５～９：０７

９‥００～９：０５

皆さま、今年も安全
第一で過ごしましょ
う！


